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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字 程度）  
 

本研究では、米国における Special Education Teacher や Special Needs Education Coordinator

の専門性の特徴と、その職能の内容と機能を明らかにすることをめざし、特別支援教育教員の養成に

資する知見を得ることを目指して計画された。  

同国の特別支援教育の教職をめぐっては、 NBPTS（ National Board for Professional Teaching 

Standards）や NCATE（ The National Council for Accreditation of Teacher Education）などによ

る、専門職基準や、教師教育の質保証の議論がみられるの で、 Abbott, A.の専門職論と、それらを教

師、カウンセラーなどへ援用した先行研究などを参考に、専門職性をめぐる議論の特徴を検討した。 

まず本研究に関わる専門職としての特徴として、主として次の二点が見いだされた。Abbott（前掲）

は、専門職の特徴として、専門家相互の連携による発展を掲げている。例えば、専門職に共通する専

門職性発展のパターン（形式）として、資格付与による知識の制度化が挙げられる。本研究で注目し

た特別支援教育教員についても、その資格付与による専門性基準は掲げられるものの、特別支援教員

資格（ certification）の保有義務を課していない州も少なくなく、資格付与のみによる専門性の担

保の仕組みをとっていない。 Abbott は「管轄」（ jurisdiction）の概念を用いて、専門家相互の連携

による専門職の発展の特徴を指摘するとともに、ある専門職の発展が他の専門職にも影響を与え、相

互共存的システムを形成するとも指摘している。これらの指摘は、多職種連携にもとづく実践やシス

テムの構築が進められる特別支援教育の領域においても、有効な分析枠組みたり得る。  

Abbott による専門性のもう一つの特徴として学 問的専門知（ academic professional knowledge）

を挙げられる。これらをふまえ、本研究で は NASET(National Association of Special Education 

Teachers)および CEC(Council for Exceptional Children）の議論を検討した。前掲のように理学療

法士や作業療法士、診断・評価職員（ Diagnostic and Evaluation Staff）などとの多職種連携にも

とづく実践が進められる一方、 Special Education Teacher に固有の専門性として、教科内容に関す

る指導内容、教授（ teaching）に関する知識や専門性やその質向上に関する議論が少なからず見られ

た。そのため、特別支援教育領域における Pedagogical Content Knowledge（教育内容に関する教授

学的知識）に注目してテキスト分析を行い、専門職基準を構成している主要概念の抽出を行った。  

専門職基準については、複数の職能団体が基準を策定、公表しているが、とりわけ職業準備

（ preparation）段階での教師教育における専門職 基準については、前掲の CEC によるものが頻繁に

引用されており、専門職基準のひとつの指標となることを確認できた。 CEC は NCATE(前掲 )と協同で  

“ CEC Initial and Advanced Preparation Standards”の改定を 2012 年に行っている。前掲の PCK

に関しては、 Curricular Content Knowledge を項目立てているのとともに、 Core Academic Subject 

Matter Content として各教科に関する広範な理解が求められていることも明らか となった。（例えば

障害ゆえに）パフォーマンスレベルが多様な児童生徒について、通常の学級の教師と連携する場面が

増加していることに加え、例外 性を持つ個人（ individuals with exceptionalities）への対応をし

ながら教科学習を進めることが求められていることが主要な根拠となっている。  

このように、特別支援教育教師の専門職性の特徴として、特別支援教育固有の教育内容と、通常学

級教師や他の専門職との連携を念頭においた広範な知識の双方が求められていることの二点が明ら

かとなった。これらは、学校現場で の合理的配慮の実践的要請を探るわが国にとっても重要なインプ

リケーションであると考えられる。  

本研究に残された課題として、経費等の関係で実現しなかった専門職基準の計量的な分析を行うこ

とと、教育評価に関する内容を検討することが挙げられる。引き続き、これらの専門職概念 の、わが

国の特別支援 教育の 議論への応用可能性をさぐる ことも 必要と考えられる。  
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